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ごあいさつ 

今、世界は「地球沸騰化」ともいわれる地球温暖化の危機の只中にあり、

脱炭素社会に向けて新しい動きが必要です。日本政府も「2050年 CO₂排

出ゼロ」を宣言した今、市民社会の構成員として、私たちもこの目標達成に

向けて動かねばなりません。そこで、再エネ協同基金は長期計画を策定し、

各家庭における気候変動対策を、一層積極的に応援していくことにしまし

た。今年度からは、市民のエコ活動にも支援を拡張し、再生可能エネルギー

の普及と温室効果ガス削減に貢献する活動の奨励に助成制度を広げること

で、更に利用しやすくしていきます。皆様、こぞってご参加いただけますよ

うお願いいたします。               理事長 森 宏之  
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『産業革命前からの気温上昇を 1.5℃未満に抑制すること』という国際

社会の合意は、2024年、世界の気温が 1.5℃を超えて史上最高を記録し

たことで、非常に危険な状態になってきました。早急に、「2030 年まで

に再エネを現在の３倍にする」「化石燃料からの脱却を加速する」等を実

現しなければなりません。世界は再エネ発電設備導入量を増やし続けてい

ますが、日本は未だに原子力や火力をベースロード電源にしており、再エ

ネ比率の国際順位は 120 位以下です。国際社会への責務を果たし、私た

ちの子どもや孫たち、未来世代ためにも、再エネ協同基金の取り組みにご

参加いただき、市民と地域の力を合わせて、再エネ 100%の持続可能な社

会を実現しましょう。             評議員長 和田 武 

                                   

 

                    

                      

 

 

2024 年度 会員数・会費の使いみち 個人会員 879 人 

 法人会員 32 団体 

 

2024年度助成事業 助成額 1,609,000円 

申請件数 助成金額

太陽熱温水器 50,000 0

ペレットストーブ・薪ストーブ 50,000 1 50,000

太陽光発電 1kWあたり 10,000 11 434,000

おひさまエコキュート 30,000 1 30,000

住宅用定置型蓄電池 1kWあたり 10,000 23 880,000

10,000 2 20,000

断熱窓 5,000、10,000 4 55,000

冷蔵庫、エアコンの買替 5,000 3 0

節水型トイレ 一台につき 10,000 7 90,000

電動アシスト付き自転車 10,000 0 0

発電事業 50,000 0 0

EV購入 50,000 2 50,000

Ｖ2Ｈ導入 100,000 0 0

調査研究・学習活動 50,000 0 0

合計 54 1,609,000

項目

ポータブルバッテリー　（1kW以上）

ポータブルバッテリー　（1kW未満）＋ソーラーパネル　      5,000



  

12/9 

ロケットストーブ作り 

 

7/20 里山の自然観察 

2024 年度 学習活動（参加人数のべ 360 人） 

 

人） 

9/12 鍋帽子🄬作り 

11/23 春日山原始林散歩 

10/18 曽爾村満喫体験 

9/26 鍋帽子®を使った保温調理 

NPO 法人奈良ストップ温暖化の会やア・マ・テ・ラ・スと協力して 14講座を開催し、多くの方にご参

加いただきました。協賛させていただいた「里山の自然観察」では、田んぼの生き物を夢中で捕る子ども

達のエネルギーに圧倒され、自然や生物多様性を守ることの大切さを肌で感じることが出来ました。鍋帽

子を使ったエコクッキングでは、保温だけでなく保冷もできる特性を生かして台湾スイーツ「豆花」を作

り、鍋帽子がエコであるだけでなく調理器具として優秀なことを広めることが出来ました。「つくばね発

電所見学」では取水口や発電機を見ていただくことで、小水力発電への理解を深めることが出来ました。

「春日山原始林散歩」では、『世界遺産である森をあらためて誇りに思い、守るために何が出来るか考え

ていきたい』といった感想を沢山いただきました。 

２０２５年度も、様々に役立つエコ講座をお届けしていきます。是非ご参加ください。 

10/15 うだ夢創の里野外エコクッキング 

11/10 

つくばね発電所見学 

5/25 陽楽の森散歩 

7/7ソーラーランタン作り 

2/8 火を囲むカフェ＆風呂敷の包み方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薪ストーブのある暮らし 

今年度、薪ストーブ導入の際に助成させていただいた

H様邸にお邪魔しました。 

部屋のコーナーで赤々とストーブが燃え、大きな窓から

差し込む陽光と相まって、リビングだけ春のような暖かさ

です。遠赤外線の輻射熱のせいでしょうか。床も壁もほ

んのり暖かくて、エアコンの暖房と全然違いました。 

素敵だけれど、さぞかしお掃除が大変だろうと思いきや 

「いえ、灰もほんの僅かしか出ないですし、面倒くさいこ

とは何もないです。」 

と意外な答え。 

 

 

今のところ何も不満はなく、燃える炎を見つめているだけで幸せで、お休みの日は日がな一日リビングで

過ごされているとのことです。 

 

たまに、『薪を燃やすと CO₂が出るから地球に優しくないのでは？』というご質問をいただきます。 

確かに薪を燃やすと CO₂は出ますが、実はそれでも薪ストーブは地球に優しいのです。 

それは、木が若木の時に多くの CO₂を吸収し、老木や枯れ木になると、もうあまり CO₂を吸収しないから。 

老木や枯れ木を薪として利用し、森に新たな若木を植えることで、地球温暖化防止につながります。 

 国土の 7割が森林の日本。奈良県も 76.9％が森です。 

この豊かな資源を有効活用したい、同時に森林そのものも

守って行きたいという思いで、再エネ協同基金は、2025

年度も太陽光発電や、蓄電池、断熱窓の設置などと共に、

ペレットストーブ、薪ストーブの導入を応援していきます。 

～賛助会員（再エネふれんず）新規、継続会員募集～ 

再生可能エネルギーや省エネルギーを推進する仲間、再エネふれんずを募集しています。 

年会費 1 口 1,000 円（個人会員 1 口以上・法人会員（非営利法人を除く）10 口以上） 

再エネふれんずの方は助成金の給付のほか、学習企画参加費の半額補助（上限千円）が受けられます。 

新規加入をご希望の方は下記２次元コードのグーグルフォームにて必要事項を入力し、口座に年会費をお振込みください。

継続の方も年会費のお振込みをお願いします。ならコープ宅配をご利用の方は OCR 申し込みにて注文番号 151874 に

「1」とご記入ください。お振込みは下記口座まで。 

南都銀行 南支店 普通 2175971 ザイダンホウジンサイエネキヨウドウキキン 

ゆうちょ銀行 ００ ９２０－３－236486 ザイ）サイエネキヨウドウキキン 

〒630-8503 奈良県奈良市恋の窪一丁目 2 番 2 号（ならコープ本部内）  

Tel 0742-33-9528  email saiene@kyodokikin.com 
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